
平成　　年　　月　　日


平成　　年度青少年健全育成推進事業補助金実績報告書
みよし市青少年健全育成推進協議会長　殿

申請者　住　　所　みよし市○○町△△××番地

　　　　電　　話　△△－××××
団体名称　○○地区青少年健全育成推進協議会

代表者名　　○　○　○　○　　　　　印


　平成○年○月○日付け○み青推協第○号で補助金の交付決定を受けた　●●●　　　　　　　


地区青少年健全育成推進協議会活動事業を完了したので、みよし市青少年健全育成推協議会
補助金等交付要綱第９条の規定により下記のとおり報告します。


記

１　事業実績及び効果
　　●●活動を通じ、青少年の社会参加・奉仕活動を促し、地域ぐるみで青少年の健全
　　育成を推進することができた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　特に効果のあったと思われる事業名
　　　　●●活動、●●大会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３　添付必要書類等
　(1)　事業実施報告書（別紙様式による）
  (2)　収支決算書（別紙様式による）
  (3)　添付資料等（写真については必須）
　　・総会資料（２１年度決算及び実施事業が分かるものを添付してください。総会を実施しない場合は添付しなくて結構です。）
　　・写真（活動の様子のわかるもので主なものをA４の用紙に２、３枚数枚添付して提出してください。全ての事業の写真が必要な訳ではありません。コピーでも可。）
　　・事業のチラシ、パンフレット等（作成したものがあったら添付してください。）
事業実施報告書（地区健全育成）

地地区名　　　○　　○　　　　　　

	　　　　　区分
事業名
	対象者
及び

参加者数
	実施日
	事業内容及び事業効果
	事業費（円）

	奉仕活動


	小中学生
及び住民
80名

	5、9、
12月の

第3

土曜日
	地域公共施設などの環境美化活動を通じた小中学生の社会参加の促進、及び地域社会への貢献
	18,000

	青少年を非行・犯罪被害から守る運動


	健全育成協議会役員など 延80名


	7月～

8月

計10回
	夏休み中の街頭補導
（早期帰宅による夜間犯罪被害からの未然防止）
	7,000

	親子ラジオ体操


	小学生・親
延べ500名
	7/21～
8/31
	家族で過ごすことにより、家庭への感謝の気持ちを養う
	10,000

	親子野外活動


	小中学生・親
 80名
	8/25、26


	キャンプ体験を通した互助・共助精神の涵養
	24,000

	親子体験学習


	小中学生・
父母　50名
	10/20

	農作業体験を通した互助・共助精神の涵養および農業への正しい理解を深める
	13,000

	三世代交流会


	小中学生
父母・老人50名
	11/9

	三世代による軽運動会

	15,000

	講演会


	父母60名

	12/7

	○○について講演
講師　○○○○　氏
	20,000

	街頭パトロール

街頭補導
	健全育成協議会役員など 延 50名

	12/20～

1/10
	年活年始の開放感により有害情報に触れやすい環境から小中学生を未然に守る
	5,000

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	(Ａ)
112,000


※事業費合計（Ａ）は、収支決算書の事業費本年度決算額（Ａ）と同額になること。

収支決算書（地区健全育成）
地地区名　　　○　　○　　　　　
収入の部

	区　　分
	本年度決算額(円)
	本年度予算額(円)
	比　較
	備　考

	協議会補助金
	５０,０００
	５０,０００
	０
	

	区補助金
	６０,０００
	６０,０００
	０
	

	繰越金
	３,０００
	３,０００
	０
	

	会費
	３,０００
	４,０００
	△１,０００
	野外活動
100円×30人

	
	
	
	
	

	合　　計
	１１６,０００
	１１７,０００
	△１，０００
	


支出の部
	区　　分
	本年度決算額(円)
	本年度予算額(円)
	比　較
	備　考

	事業費
	(Ａ)

１１２,０００
	１１３,０００
	△１，０００
	実施報告書のとおり

	事務費
	４,０００
	４,０００
	０
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合　　計
	１１６,０００
	１１７,０００
	△１,０００
	


※　事業費（Ａ）は、事業実施報告書の事業費合計（Ａ）と同額になること。

◆収入合計－支出合計＝差引残額

収入合計　　　　　　　支出合計　　　　　　　　　差引残額

　　　１１６,０００　円　－　　１１６,０００　円　＝　　　　　　　０　円
◆差引残額がある場合の処理方法〔例：次年度繰越金とする。〕
　　　次年度繰越金とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　※ただし、協議会から交付された補助金の金額分については、繰り越すことのないよう全額
執行してください。
事業実施報告書（地区ジュニアクラブ）

地地区名　　　○　　○　　　　　　

	　　　　　区分
事業名
	対象者
及び

参加者数
	実施日
	事業内容及び事業効果
	事業費（円）

	地区運動会


	中学生30名

	4月10日

	運動会準備及び参加を通じた中学生の地域社会への参加の促進及び貢献
	5,000

	奉仕活動


	中学生30名

	5/13,9/9

12/9
	地域公共施設などの環境美化活動を通じた中学生の地域社会への参加の促進及び貢献
	6,500

	地区盆踊り


	中学生及び
父母　110名
	8月16日


	地区盆踊りの準備及び参加を通じた中学生の地域社会への参加の促進及び貢
	3,500

	親子映画会


	中学生及び
父母　40名
	10月9日

	親子で映画鑑賞することにより、家庭・家族への感謝の気持ちを養う
	8,000

	地区祭り参加


	中学生30名

	10月21日
	祭礼への参加・協力による地域文化への理解と文化を継承させる
	5,000

	地区文化祭


	中学生35名

	11月3日

	地区文化祭へ出品することにより、芸術作品創作への技術を向上させる
	11,000

	校区スポーツ大会
	中学生25名

	11月23日

	校区対抗スポーツ交流

	7,000

	卒業生を励ます会
	中学生及び
父母　40名
	3月5日

	親子で卒業を機会に新たな社会参加の意識を高める。
	21,000

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	(Ａ)
67,000


※事業費合計（Ａ）は、収支決算書の事業費本年度決算額（Ａ）と同額になること。

収支決算書（地区ジュニアクラブ）
地地区名　　　○　　○　　　　　
収入の部

	区　　分
	本年度決算額(円)
	本年度予算額(円)
	比　較
	備　考

	協議会補助金
	３０,０００
	３０,０００
	０
	

	区補助金
	３２,０００
	３２,０００
	０
	

	繰越金
	２,０００
	２,０００
	０
	

	会費
	４,０００
	５,０００
	△１,０００
	親子映画会
200円×40名

	
	
	
	
	

	合　　計
	６８,０００
	６９,０００
	△１,０００
	


支出の部

	区　　分
	本年度決算額(円)
	本年度予算額(円)
	比　較
	備　考

	事業費
	(Ａ)

６７,０００
	６７,０００
	　０
	実施報告書のとおり

	事務費
	１,０００
	２,０００
	△１,０００
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合　　計
	６８,０００
	６９,０００
	△１,０００
	


※　事業費（Ａ）は、事業実施報告書の事業費合計（Ａ）と同額になること。


◆収入合計－支出合計＝差引残額

収入合計　　　　　　　支出合計　　　　　　　　　差引残額

　　　　　６８,０００　円　－　　６８,０００　円　＝　　　　　　　０　円
◆差引残額がある場合の処理方法〔例：次年度繰越金とする。〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　※ただし、協議会から交付された補助金の金額分については、繰り越すことのないよう全額
執行してください。
事業実施報告書

地学校名　　○　○　○　○　　　　

	　　　　　区分
事業名
	対象者
及び

参加者数
	実施日
	事業内容及び事業効果
	事業費（円）

	育成会総会
	育成会代表

　　　 8名
	5/27
	今年度の活動計画、予算について
	0

	リサイクル・ボランティア集会
	育成会代表

　　　 6名
	6/1
	リサイクル資源の回収方法や注意点等について
	0

	パトロール活動


	職員10名

	6/9～

6/20
11/7～

11/18

2/2・9
	校区内をパトロールし、青少年の非行・被害防止に取り組む
	0


	資源回収
	学校職員25名

生徒　 400名

PTA　 約35名
	6/15
2/16
	資源の分別回収（指定ゴミ袋、紐切りカッター費等）を通じ資源の有効利用について認識させる。
	4,000

	街頭啓発
	職員　10名

PTA　 10名
	8/17
	リーフレットを配布し、青少年の健全育成について広く市民に理解してもらう
	2,000

	役員会
	役員・顧問

20名
	12/23
	今年度前期の事業に関する課題等の報告と後期の事業について
	0

	○○事業
	役員・教員・中学生

計　500名
	1/15
	○○事業の運営


	45,000

	新旧役員会
	新旧役員・顧問　計25名
	3/3
	今年度の課題等について

次年度の活動計画について
	0

	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	(Ａ)
51,000


※事業費合計（Ａ）は、収支決算書の事業費本年度決算額（Ａ）と同額になること。

収支決算書
学学校名　　　○　○　○　○　　　
収入の部

	区　　分
	本年度決算額(円)
	本年度予算額(円)
	比　較
	備　考

	協議会補助金
	５０,０００
	５０,０００
	０
	

	繰越金
	１,０００
	１,０００
	０
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合　　計
	５１,０００
	５１,０００
	０
	


支出の部

	区　　分
	本年度決算額(円)
	本年度予算額(円)
	比　較
	備　考

	事業費
	(Ａ)

５１,０００
	５０,０００
	　　　　　　　　０
	実施報告書のとおり

	事務費
	０
	１,０００
	△１，０００
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合　　計
	５１,０００
	５１,０００
	△１，０００
	


※　事業費（Ａ）は、事業実施報告書の事業費合計（Ａ）と同額になること。


◆収入合計－支出合計＝差引残額

収入合計　　　　　　　支出合計　　　　　　　　　差引残額

　　　　　　５１,０００　円　－　　　５１,０００　円　＝　　　　　　０　円
◆差引残額がある場合の処理方法〔例：次年度繰越金とする。〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　※ただし、協議会から交付された補助金の金額分については、繰り越すことのないよう全額
執行してください。
記入例





空欄で提出





地区青少年健全育成推進協議会


ジュニアクラブ育成会


校区ジュニアクラブ　等の名称を記載








地区名を記入





団体印を押印（無ければ私印でも可）








各地区ごとの年度の活動を踏まえて


記入すること





記入例





地区名を記入





記入例





記入例





差引残額等を記入





記入例





地区名を記入





記入例





記入例





差引残額等を記入








学校名を記入





記入例





記入例





差引残額等を記入














収支決算書の支出の部の事業費の


本年度決算額の欄に転記すること。





























学校名を記入





地区名を記入





地区名を記入





交付決定通知書右上の番号と日付を転記








年度数字記入









































実施順に掲載すること。事業費が０円の


ものについても、団体として活動をした


場合は一覧に記載すること。





実施順に掲載すること。事業費が０円の


ものについても、団体として活動をした


場合は一覧に記載すること。








